
３
月
６
日
、
仙
台
市
民
会
館
に

お
い
て
国
労
東
北
総
決
起
集
会

が
開
催
さ
れ
、
四
百
名
を
超
え

る
仲
間
が
結
集
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
冒
頭
挨
拶

に
立
っ
た
東
北
協
議
会
橋
本
議

長
は
①
春
闘
情
勢
②
政
治
状
況

③
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
④
差
別
是

正
の
闘
い
⑤
組
織
拡
大
⑥
平
和

と
民
主
主
義
を
守
る
た
め
に
護

憲
勢
力
の
拡
大
・
強
化
を
訴
え

て
、
今
年
こ
そ
大
幅
賃
上
げ
を

勝
ち
取
る
年
で
あ
る
と
し
、
総

団
結
・
総
決
起
を
訴
え
た
。

ま
た
来
賓
と
し
て
、
社
民
党
宮

城
県
連
合
田
山
副
幹
事
長
、
共

産
党
宮
城
県
委
員
会
加
藤
政
策

委
員
長
、
宮
城
県
平
和
労
組
会

議
及
川
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
激

励
と
連
帯
の
挨
拶
と
、
東
北
交

運
労
協
か
ら
は
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
頂
い
た
。

そ
の
後
、
国
労
東
日
本
本
部
伊

藤
委
員
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

①
春
闘
情
勢
②
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問

題
③
組
織
対
策
④
会
社
状
況
⑤

あ
っ
せ
ん
申
請
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
た
。
更
に
は

国
労
本
部
濱
中
書
記
長

よ
り
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問

題
の
現
状
と
09
春
闘
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
講

演
が
あ
っ
た
。
書
記
長

は
「
解
決
に
妙
手
は
な

く
、
地
道
に
大
衆
行
動
を
積
み

上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
３

月
の
ゾ
ー
ン
に
組
織
の
総
力
を

結
集
す
る
」
と
し
、
国
労
が
抱

え
る
最
重
要
課
題
の
早
期
政
治

解
決
に
向
け
て
の
闘
い
と
、
09

春
闘
と
合
わ
せ
た
我
々
の
課
題

と
任
務
に
つ
い
て
決
意
を
述
べ

た
。
集
会
は
、
秋
田
地
本
渡
邊

書
記
長
、
盛
岡
地
本
小
林
副
委

員
長
、
仙
台
地
本
後
藤
副
委
員

長
及
び
東
北
貨
物
協
議
会
岩
井

議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
決
意
表
明

を
頂
き
、
最
後
に
秋
田
地
本
瀬

下
委
員
長
の
団
結
頑
張
ろ
う
で

締
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

仙
台
市
内
を
整
然
と
デ
モ
行
進

し
、
賃
上
げ
を
始
め
と
し
た
労

働
条
件
の
改
善
や
安
全
問
題
、

一
〇
四
七
名
の
早
期
職
場
復
帰

な
ど
の
要
求
を
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
で
訴
え
て
気
勢
を
上
げ
た
。
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